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第96回山梨県国民健康保険団体連合会通常総会議事録 

 

山梨県国民健康保険団体連合会  

１ 開催日時 

令和３年７月29日（木）午後１時30分～２時50分 

 

２ 開催場所 

ベルクラシック甲府 

 

３ 出席した保険者名（委任状提出保険者を含む）､学識経験者理事及び学識経験者監事 

 

山梨県 山梨市（代） 韮崎市 

都留市（代） 大月市（代） 甲府市（代） 

富士吉田市（代） 南アルプス市（代） 北杜市 

甲斐市 笛吹市（代） 甲州市（代） 

上野原市（代） 中央市（代） 市川三郷町（代） 

富士川町（代） 早川町 身延町 

南部町 昭和町 道志村 

西桂町 山中湖村 忍野村 

富士河口湖町（代） 鳴沢村 小菅村（委） 

丹波山村 医師国保組合（代）  

学識経験者理事 学識経験者監事  

 

４ 総会の議事の経過の要領及びその結果 

（１）事務局から委任状を含め、会員である29保険者の全員が出席しており、過半数

を満たしていることが報告された。 

 

（２）理事長挨拶 

  ・通常総会の開催にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。本日、皆様方に

は、公務ご多忙の中ご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

・また、平素より当連合会の事業運営に多大なご尽力を賜っておりますことに、

この場を借りて厚くお礼申し上げます。 

・さて、国民健康保険は国民皆保険制度の中核として地域住民の健康の維持増進

に貢献してきているところでございますが、昭和13年7月の制度創設以来83年

が経過し、こうした中、当連合会も昭和16年5月に「山梨県国民健康保険組合

連合会」として設立され、今年で設立80周年という記念すべき節目の年を迎え

たところでございます。この間、平成30年には都道府県が保険者となり、さら

には国民健康保険の財政運営の責任主体となって国保運営の中心的な役割を

果たしながら市町村とともに国保の運営を担うなど、制度発足以来の大きな改

革が行われたところでございます。これまで、当国保連合会が診療報酬の審査

支払業務を始め、数多くの業務を着実に実施することが出来たのは、ひとえに

「県」や「市町村」「国保組合」の皆様方のご支援の賜物であり、改めまして

心から感謝申し上げる次第であります。 

・現在は、従前の業務に加えまして国や県からの要請を受け「新型コロナワクチ

ン接種」の請求支払代行業務など新型コロナ感染防止対策に係る業務の一部を

担い、公的役割を果たしてきているところでございます。  

・今後も、これまでに培ってきたノウハウを最大限生かして、役職員一丸となっ
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てその役割を果たして参りたいと考えておりますので、引き続きご理解とご支

援を賜りますようお願い申し上げます。 

・さて、本日の通常総会は前年度の事業状況並びに決算などについて、認定をい

ただくものでございます。この通常総会に先立ちまして、今月の２日には富士

吉田市の堀内市長様、忍野村の天野村長様、県立大学の堤名誉教授様に監査を

実施していただきました。 

・また、14日に開催いたしました役員会では、理事の皆様に本日提出する案件等

についてご審議をいただいたところでございます。この後、事務局より説明い

たしますので、慎重なご審議をいただきますようお願い申し上げ、挨拶とさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

・本日はよろしくお願い申し上げますと挨拶があった。 

 

（３）会員の互選により、理事長が議長に選出された。 

 

（４）本会規約第19条第２項の規定により、甲斐市及び昭和町が議事録署名人に選任

された。 

 

 （５）議事に先立ち「新型コロナウイルス感染症による診療報酬等への影響」につい

て事務局から報告があった。 

 

（６）議案及びその審議状況は次のとおりであった。 

① 議案 

（報告事項） 

・報告第１号 学識経験者理事の選任について 

 

（議決事項） 

・議第１号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について 

・議第２号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算認

定について 

・議第３号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会

計（業務勘定）歳入歳出決算認定について 

・議第４号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係

業務特別会計（業務勘定）歳入歳出決算認定について 

・議第５号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特

別会計（業務勘定）歳入歳出決算認定について 

・議第６号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業

務等特別会計（業務勘定）歳入歳出決算認定について 

・議第７号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会特定健診等業務特別会計

歳入歳出決算認定について 

・議第８号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会国民健康保険診療報酬審

査支払特別会計（支払勘定）歳入歳出決算認定について 

・議第９号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会公費負担医療に関する診

療報酬審査支払特別会計（支払勘定）歳入歳出決算認定について 

・議第 10号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係

業務特別会計（支払勘定）歳入歳出決算認定について 

・議第 11号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会

計（出産育児一時金等に関する支払勘定）歳入歳出決算認定について 
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・議第 12号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特

別会計（介護給付費等支払勘定）歳入歳出決算認定について 

 

・議第 13号 

令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特

別会計（公費負担医療等に関する報酬等支払勘定）歳入歳出決算認定

について 

・議第 14号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業

務等特別会計（支払勘定）歳入歳出決算認定について 

・議第 15号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会重度心身障害者医療費集

計業務特別会計歳入歳出決算認定について 

・議第 16号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会

計（抗体検査等費用に関する支払勘定）歳入歳出決算認定について 

・議第 17号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会支払資金貸付特別会計歳

入歳出決算認定について 

・議第 18号 令和２年度山梨県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳

入歳出決算認定について 

・議第 19号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補

正（第１号）について 

・議第 20号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会

計（業務勘定）歳入歳出予算補正（第１号）について 

・議第 21号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係

業務特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正（第１号）について 

・議第 22号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特

別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正（第１号）について 

・議第 23号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業

務等特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正（第１号）について 

・議第 24号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会特定健診等業務特別会計

歳入歳出予算補正（第１号）について 

・議第 25号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会公費負担医療に関する診

療報酬審査支払特別会計（支払勘定）歳入歳出予算補正（第１号）に

ついて 

・議第 26号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会重度心身障害者医療費集

計業務特別会計歳入歳出予算補正（第１号）について 

・議第 27号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会

計(抗体検査等費用に関する支払勘定)歳入歳出予算補正（第１号）に

ついて 

・議第 28号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会支払資金貸付特別会計歳

入歳出予算補正（第１号）について 

・議第 29号 令和３年度山梨県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳

入歳出予算補正（第１号）について 

 

② 審議状況 

・報告事項 

報告第１号について事務局から説明があり、人事案件のため報告事項を終了

した。 
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・議第１号から議第 18号 

議第１号から議第 18 号については、関連があるため事務局より一括提案によ

る説明及び監事より事業執行状況並びに各会計決算について監査報告を行い、

採決した結果、全員異議なく原案どおり可決された。 

 

 

・議第 19号から議第 29号 

議第 19 号から議第 28 号についても関連があるため、事務局より一括提案が

あり、採決した結果、全員異議なく原案どおり可決された。 

 

  ・その他 

    国保総合システム次期更改に対する国の財政支援について事務局より説明が

あった。 

 

閉会 

 

 

 

 

 

この議事録が正確であることを証するため、署名する。 

 

 

令和３年７月29日 

 

 

 

議    長    内 藤  久 夫 

 

 

 

議事録署名人    保 坂    武 

 

 

 

議事録署名人    塩 澤    浩 

 


